
碑
話
は
、
元

払
文
学
保
存

欠
鶴
岡
市
）

「庄
内
で

熱争
」

「庄

伸坊
集
落
の

一庄
内
」
な

″義
民
顕
彰

同
）
の

「自

］」
な
ど
２

（非
常
勤
講

水
酒
田
市
）

ど́
め

）」
、

″さ
ん

（鶴

一内
と
藤
島

（
（
へ
ん
さ

こ
ん
（
同
）

催
」
な
ど
。

一ん
は

「文

・説
家

の
横

ソ
ー
ド
を

一は
鶴
岡
市

ンで講 師 が話 した

とめた 「庄 内のか

活 あれ これ」

ソ層

寺
の鼈
躊

閻
嘴
囃

　

　

　

蜃
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Ｔ

ギ
語
は
尚
簿
郷
繹
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宋
約
１
６
０
年
の
蔵
を
改
装
し
た
日
本
料
理
店

ハ
（る
な
）
」
を
会
場
に
庄
内
地
方
の
歴
史
や

０
「土
蔵
サ
ロ
ン
」
で
講
師
が
話
し
た
内
容
を

本
「庄
内
の
か
た
ち
　
秘
話
　
あ
れ
こ
れ
」
が

、森
敦
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

の
女
性
と
結
婚
。
森
は
師
の
横
光

に
倣
い
、
夫
要
の
媒
酌
で
酒
田
市

の
女
性
と
式
を
挙
げ
た
こ
と
に
触

れ
、

「森
は
師
の
文
学
を
越
え
よ

う
と
鶴
岡
市
大
綱
の
注
連
寺
を
訪

れ
、
湯
殿
山
の
山
懐
に

一
冬
こ
も

っ
た
体
験
が
小
説

『
月
山
』
に
結

実
し
た
」
と
結
ん
で
い
る
。

事
務
局
の
平
田
惇
さ
ん
ら
６
人

が
編
集
委
員
会
を
作
り
、
２
０
０

９
～
Ю
年
の
講
話
を
中
心
に
ま
と

め
た
。
土
蔵
サ
ロ
ン
は
０８
年
４
月

に
発
足
し
、
月
■
、
２
回
の
ペ
ー

ス
で
各
分
野
の
専
門
家
を
招
い
て

講
話
を
聞
く
集

い
を
開

い
て
い

る
。
平
田
さ
ん
は

「
こ
れ
を
読
む

と
庄
内
が
分
か
る
と
関
係
者
か
ら

は
好
評
だ
。
観
光
客
向
け
の
土
産

品
と
し
て
も
売
り
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。
Ｂ
６
判
１
７
９
で
で
、

６
０
０
冊
を
印
刷
し
た
。
７
０
０

円

（税
込
み
）
。
問
い
合
わ
せ
は

保
科

一
彦
さ
ん
０
９
０

（６
７
８

０
）
１
２
１
７
。

鶴
岡
市
の
中
山
間
地
域
の
農
家

と
市
街
地
商
店
街
の
連
携
強
化
を

図
る
検
討
会
が
２８
日
、
市
勤
労
者

神
中
山
間
地
域
農
家
と
市
街
地
商
店
街
　
　
で
会

“　
連
携
深
め
活
性
化
ぎ
ら
に
認

「森
の
産
直
カ
ー
」
事
業
が

同
市
で
始
ま

っ
て
３
年
。
あ

ら
た
め
て
関
係
者
が
集
い
、

中
山
間
地
域
の
生
産
者
と
商

店
街
双
方
の
活
性
化
策
に
つ

い
て
考

え
た
＝
写
真
。

商
店
街
や
産
直
カ
ー
関
係

者
な
ど
が
参
加
。
食
環
境
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
食
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
全
国

各
地
で
活
躍
す
る
内
閣
府
地

域
活
性
化
伝
道
師
の
金
丸
弘

美
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

招
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「農
産
物
を
作

っ
て
い
る
が
、
本
当
に
売
れ
る
か

分
か
ら
な
い
」

「中
心
市
街
地
で

は
高
齢
者
の

″買
い
物
難
民
″
が

増
え
て
い
る
。
商
店
街
で
も
食
品

店
が
減
り
、
産
直
カ
ー
を
含
め
、

会
館
で
開
か
れ
た
。
中
山
間
地
域

の
農
産
物
や
加
工
品
を
商
店
街
な

ど
に
直
接
出
向

い
て
販
売
す

る

野田の食文化再認識

υだ食事会 一酒 田市

ら
亭
で
開
か
れ
た
。

酒
田
商
工
会
議
所
が
企
画
し
、

商
業
３
部
会
の
会
員
２４
人
が
参

加
。
酒
田
の
郷
土
料
理
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た

「北
前
料
理
」
を
ヽ
さ
く
ら
亭
の
本

間
公
輝
社
長
（５８
）が
紹
介
し
、
使

用
し
た
食
材
な
ど
を
説
明
し
た
。

棒
ダ
ラ
の
み
そ
風
味
煮
、
寒
ダ

ラ
の
昆
布
締
め
、
寒
ダ
ラ
汁
、
弁

慶
飯
の
お
茶
漬
け
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
。
本
間
社
長
は
、
酒
田

の
料
理
は
北
前
船
で
上
方
な
ど
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
食
文
化
の
影
響

を
受
け
て
お
り
い
代
表
的
な

「う

用
す
る
の
も
特
徴
だ
」
と
語
り
、

参
加
者
は
調
理
法
や
料
理
名
の
由

一鷺
悧

里 幹~弱
奮
警…

り||
育ヒ

王
祇
祭L

来
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
じ

っ
く

り
と
味
わ

っ
て
い
た
。

１
５
０
層
の
参

道

を

除

雪

し

た
。
１

・
３
眉

ほ

ど

の

積

雪

に
、
王
祇
会
館

職
員
も

「近
年

ま
れ
に
見
る
雪

の
量
」
。
生
徒

た
ち
は
時
折
強

一
狂
■
一

．■
”
・一●
一
く
吹
き
付
け
る

一精証』陣射けがで一い林「に雪

テの影響 を受けている酒田の食文化 について

食材講話と「北前料理」食事会

商
店
街
が
生
産
者
と
消
費
者
の
橋

渡
し
役
に
な
れ
れ
ば
」
な
ど
の
意

見
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

金
丸
さ
ん
は
、
生
産
者
側
に
対

し
、

「そ
の
土
地
の
特
色
あ
る
農

産
物
を
使

っ
た
商
品
開
発
に
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
そ
の
鍵

は
女
性
が
握

っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

商
店
街
関
係
者
は

「地
元
の
農
や

食
は
商
店
街
の
売
り
に
も
な
る
。

道
路
を
遮
断
し
て
車
を
入
れ
な
い

状
態
で
、
実
証
実
験
と
し
て
産
直

市
場
を
展
開
し
て
み
る
な
ど
思
い

切

っ
た
取
り
組
み
が
必
要
だ
」
な

ど
と
語

っ
た
。

入
港
日
、
船
名

（国
籍
、

総

ント
数
）
、貨
物
内
容

◇
２９

日
▽
Ｊ
Ｃ

フ

ェ
イ

バ

ー

（パ
ナ

マ
、
１
５
９
７

ン
ト
）

一
般

▽
第
八
太
陽
丸

（
日
本
、
３
９
９

ン
ト
）

一
般
▽
イ
ー
ス
タ
ン
エ
ー
ス

（
日
本
、
４
４
３
０

ン
ト
）

一
般
◇

３‐
日
▽
第
二
海
神
丸

（
日
本
、
４

９
８

ン
ト
）

一
般

マ
に
し
た
蕨
岡
小
（遊
佐
町
）

の
児
童
は
、
せ
ん
べ
い
や
ク

ッ
キ
ー
な
ど
の
お
や
つ
を
食

べ
た
後
の
歯
の
汚
れ
具
合
な

ど
を
調
べ
た
結
果
を
報
告
。

「歯
に
付
き
や
す
い
食
べ
物

は
汚
れ
が
残
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
食
べ
た
後
は
う
が
い

や
歯
磨
き
を
す
る
よ
う
に
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
」
と
発

表
し
た
。

◇
新
春
市
民
囲
碁
大
会

（２３
日

・
酒
田
市
武
道
館
）

◇
Ａ
ク
ラ
ス

（五
段
以
上
）
　

▽

５
勝
＝
中
村

〓
呈
ハ
段
▽
４
勝
＝
戸

塚
洸
希
六
段
、
柿
崎
五
郎
五
段
、
鈴

木
健
智
五
段

◇
Ｂ
ク
ラ
ス

（
三
～
四
段
）
　

▽

５
勝
＝
菅
省
三
四
段
▽
４
勝
＝
那
須

栄

一
三
段
、
阿
曽
久

一
三
段
、
須
藤

靖
男
三
段

◇
Ｃ
ク
ラ
ス

（
二
段
以
下
）
　

▽

４
勝
＝
阿
部
敬
蔵
二
段
、
日
下
部
幸

夫
二
段

▲

―  ▲


